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安
全
祈
願
祭
の
様
子

▲

　
国
定
公
園
「
吾
妻

山
」
の
山
開
き
安
全

祈
願
祭
が
六
月
十
二

日
、
麓
の
第
二
駐
車

場
に
お
い
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
祈
願
祭
に
は
岩
田

町
長
、
絲
原
県
議
、

地
元
関
係
者
、
ま
た

吾
妻
山
に
接
し
交
流

の
あ
る
庄
原
市
比
和

町
か
ら
の
来
賓
な
ど

約
七
十
名
が
出
席
し
、

今
年
一
年
の
登
山
の

安
全
を
祈
願
し
ま
し

た
。

　
ま
た
終
了
後
に
は
、
隣

接
地
に
完
成
し
た
「
つ
り

ぼ
り
吾
妻
山
」
の
開
園
祝

賀
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
に
は
、
魚
の

大
き
さ
別
に
三
つ
の
つ
り

ぼ
り
、
杉
の
丸
太
で
造
ら

れ
た
東
屋
、
休
憩
場
な
ど

が
あ
り
、
幅
広
い
世
代
の

方
が
自
然
に
親
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
吾
妻
山
の
登
山
と
合
わ

せ
、
今
後
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
賑
わ
う
こ
と
で
し

ょ
う
。

完
成
し
た
つ
り
ぼ
り
で
つ
り
を
楽
し
む
子
供
た
ち

▲

▲首席に輝いた「ともひかり7」号

　７月は「社会を明るくする運動」の強調月間です。
　７月１日には、この運動に協力を求める法務大臣のメッセージが仁多郡
保護司会、更生保護女性会の皆さんから岩田町長に伝達されました。
　今年も「ふれあいと対話が築く明るい社会」を統一標語に罪を犯した人
たちの更生についての理解、青少年の非行防止など地域に根ざした運動を
展開します。
　地域をあげて、皆が夢や希望を持って安心して暮らしていける社会づく
りに努めましょう。

　
「
県
政
百
年
の
大
計
」
と
言
わ

れ
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
尾
原

ダ
ム
建
設
事
業
の
説
明
会
が
六
月

十
七
日
、
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
仁

多
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
工
事
を
行

う
国
土
交
通
省
、
島

根
県
の
担
当
者
、
町

か
ら
は
岩
田
町
長
を

は
じ
め
町
執
行
部
、

議
会
議
員
約
六
十
名

が
出
席
し
ま
し
た
。

　
尾
原
ダ
ム
事
業
は
「
地

域
に
開
か
れ
た
ダ
ム
」

を
目
指
し
て
Ｐ
Ｒ
館

の
建
設
や
各
種
の
地

域
交
流
事
業
も
開
催
し
、

ま
た
近
年
で
は
仮
排

水
路
工
事
な
ど
大
規

模
工
事
も
次
々
に
着

手
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
・
県
の
担
当
者
か
ら
は
、
今

年
度
行
わ
れ
る
八
路
線
の
道
路
改

良
事
業
、
ボ
ー
ト
施
設
、
サ
イ
ク

リ
ン
グ
コ
ー
ス
な
ど
ダ
ム
湖
周
辺

の
整
備
計
画
等
が
説
明
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
今
年
度
中
に
は
斐
伊
川

の
流
れ
を
仮
排
水
路
へ
転
流
さ
せ

る
仮
締
め
切
り
工
事
と
ダ
ム
本
体

の
工
事
発
注
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
平
成
二
十
二
年
の
完
成
を
目
指

し
、
今
年
度
も
多
く
の
事
業
が
展

開
さ
れ
ま
す
。

▲完成予想図

　７月５日、島根県知事、島根県警察本部長、島根県教育長の連名に
よる青少年非行防止メッセージが石原雲南警察署長から岩田町長に伝
達されました。
　このメッセージは、夏休みに入る７月が「青少年の非行問題に取り
組む全国強調月間」となっていることに合せ、県内においても明日の
島根を背負う青少年の健全育成を進めようと行われています。
　期間中は、あいさつ運動、声かけ活動、不審者などに対するパトロ
ールの強化など地域一体となった活動が行われます。

年金を受けている方は、このような届出が必要になります
○誕生月が来たときは・・・「年金受給者現況届」
　年金を引き続き受けるためには、毎年誕生月の末日までに「年
金受給者現況届」（現況届）を社会保険業務センターヘ届け出な
ければなりません。「現況届」は、受給者の誕生月の初めに、社会
保険業務センターから送られてきますので、ご自身の住所・氏
名他必要事項を記入し、郵送してください。
　提出された現況届により、引き続き年金を受ける権利がある
かどうかを確認しますので、提出されない場合には、年金の支
払いが止まることがあります。忘れずに届け出ましょう。

○住所が変わったときは・・・「受給権者住所・支払機関変更届」
　お住まいの住所が変わったとき、あるいは、それに伴い年金の
受け取りを希望する金融機関が変わったときは、「受給権者住所・
支払機関変更届」をお近くの社会保険事務所へ届け出てください。

○年金証書を無くしたとき・・・「年金証書再交付申請書」
　年金証書は、基礎年金番号や、年金コードが記入されており、
年金受給権者であることを証明するものです。無くしたり、汚
したりした時は「年金証書再交付申請書」をお近くの社会保険
事務所へ提出してください。年金証書は、各種の届出や、年金相
談の時に必要となりますので、大切に保管しましょう。

○名前が変わったとき・・・「年金受給権者氏名変更届」
　結婚や養子縁組などにより、氏名が変わったときは、年金証
書を添えて「年金受給権者氏名変更届」をお近くの社会保険事
務所へ届け出てください。
　この届には、証明欄に市町村長の証明を受けるか、ご自身の戸
籍抄本あるいは謄本を添えて提出していただきます。処理が終
わりますと、新しい氏名が記載された年金証書をお送りします。

特別障害給付金制度が始まりました
　国民年金に任意加入していなかったことにより、障害基礎年金等
の受給資格がない障害者の方に対して、特別障害給付金制度が創設
され、平成１７年４月から実施されました。
○支給の対象となる方
　１）昭和６１年３月以前に厚生年金保険等の被用者年金制度に加
入（又　　は受給等）をされていた方に扶養されていた配偶者
　２）平成３年３月以前の学生
　これらの方のうち、当時、任意加入していなかった期間内に障害
の原因となった傷病の初診日があり、現在、障害基礎年金の１級、２
級相当の障害の状態にある方が対象です。
　なお、障害基礎年金など、公的年金の障害給付を受給することが
できる方は、対象となりません。
○支給額
　・障害基礎年金１級相当に該当する方：月額５万円
　・障害基礎年金２級相当に該当する方：月額４万円
○手続き方法
　平成１７年４月１日からお住まいの市役所・町村役場で請求書の
受付を行っています。この給付金の支給は、請求書を受け付けた月
の翌月分からとなりますので、給付金を請求する方は、できる限り
早めに請求書を提出してください。
　この給付金の請求については、必要な書類が揃わない場合であっ
ても、請求書の受付を行い、不足している書類については、後日提出
をお願いすることとなります。
○その他
・ご本人の所得が一定額以上であるときは、支給額が全額又は半
　額に制限される場合があります。
・老齢年金、遺族年金、労災補償等を受給されている場合には、
　その受給額分を差し引いた額を支給します。特別障害給付金の
　金額以上の年金を受給している場合には、特別障害給付金は支
　給されません。
・経過的福祉手当を受給されている方が特別障害給付金の支給を
　受けた場合は、経過的福祉手当の支給は停止となります。

　
六
月
十
日
午
前
に
横
田
地
域
肉

用
子
牛
共
進
会
が
下
横
田
の
横
田

畜
産
セ
ン
タ
ー
、
午
後
に
仁
多
地

域
子
牛
共
進
会
が
亀
嵩
の
仁
多
中

央
家
畜
集
合
所
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
両
会
場
で
は
各
地
区
か
ら
出
品

さ
れ
た
肉
用
子
牛
が
専
門
家
に
よ

り
そ
れ
ぞ
れ
固
体
審
査
、
比
較
審

査
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

横
田
地
域

　
首
席
　
三
島
　
智
幸

　
　｢

と
も
ひ
か
り
７
」
号

　
次
席
　
恩
田
　
光
穂

　
　｢

え
び
は
な
２
の
１
」
号

　
参
席
　
福
田
　
節
子

　
　｢

み
ら
い
２
」
号

仁
多
地
域

　
首
席
　
米
原
　
敏
智

　
　｢

か
え
さ
く
ら
」
号

　
次
席
　
田
中
　
直
義

　
　｢

ま
ち
ざ
く
ら
」
号

　
参
席
　
勝
田
　
律
江

　
　｢

ふ
じ
み
つ
こ
」
号

　
ま
た
、
こ
の
度
の
子
牛
共
進
会

は
旧
両
町
と
し
て
和
牛
改
良
組
合

が
存
続
し
て
い
る
こ
と
か
ら
旧
町

地
域
ご
と
で
の
子
牛
共
進
会
と
な

り
ま
し
た
が
、
秋
の
町
子
牛
共
進

会
等
に
つ
い
て
は
一
元
化
を
図
る

と
と
も
に
、
今
後
更
に
生
産
者
、

行
政
、
関
係
団
体
等
が
一
体
と
な

り
、
全
国
に
誇
れ
る
仁
多
牛
の
育

成
を
目
指
し
ま
す
。

▲首席に輝いた「かえさくら」号


